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肥前陶磁の積出し港について 
野上建紀（有田町歴史民俗資料館） 
 江戸時代、肥前磁器は「伊万里」とよばれ
ていた。実際には伊万里ではなく、有田など
の窯場で主に焼かれていたのであるが、積出
し港である伊万里の名でよばれていたのであ
る。そして、『伊万里歳時記』巻之二の天保
年間の記録をみると、伊万里港では佐賀藩の
陶磁器だけでなく、「旅陶器」として平戸藩
の木原、三河内、江永、大村藩の波佐見、唐
津領の椎ノ峰などの陶磁器を扱っていること
が記されており、有田など佐賀藩領内だけで
なく、他藩領内の窯場の陶磁器を積み出して
いたことも知られている。 
 しかし、伊万里だけが肥前陶磁の積出し港
であったわけではない。波佐見焼は川棚港、
三川内焼は早岐港などからも積み出されてい
たし、塩田川やその支流域の窯場の製品は塩
田港からも積み出されていた。先の『伊万里
歳時記』巻之二をみても記録に見られる旅陶
器の量は決して多くはない。例えば伊万里港
から出荷した陶磁器の総量の中で波佐見焼が
占める割合は 10％にも満たない。これがその
まま生産量の割合を示すものとは考えにくく、
川棚港など大村領内の港から直接、消費地に
向けて積み出されるものや他の港から出荷さ
れるものがあることを示している。実際に幕
末においては播州高砂商人松尾屋が平戸藩早
岐浦に店を設けて平戸藩領や佐賀藩領、さら
には大村藩領の陶磁器を買入れ、大坂方面へ
と販売している（山田 1994、p54）。 
 次に伊万里からどのような地方や地域に積
み出していたのであろうか。同じ『伊万里歳
時記』巻之二にある「伊万里積出陶器荷高国
分」をみると、ほぼ日本全国に肥前陶磁が積
み出されていたことがわかるが、その中で薩
摩地方など伊万里からみて南方に位置する市
場へは積み出されていない（野上1998、p30）。
資料に薩摩地方などの記載が見られないこと
について、大橋康二氏は薩摩の自国産業の保
護政策によって肥前陶磁が薩摩領内にあまり
入り込まなくなったことを示す証拠としてい
るが（大橋 2003、p50）、「伊万里積出陶器
荷高国分」には、薩摩や大隅だけでなく、筑
後や肥後の名も見えないのである。「伊万里
積出陶器荷高国分」に名が見えない理由を薩
摩藩における自国産業の保護政策だけに求め
ることはできない。この資料はあくまでも伊
万里港から積み出された焼物の量を示してい
るのであって、必ずしも肥前陶磁全体の流通
量を表しているのではない。伊万里港から積
み出されない肥前陶磁はこれらに含まれない
のである。ここで改めて伊万里港の地理的位
置を考えてみると、伊万里港は玄界灘に向い
た港である。肥前磁器の流通の主な担い手で
ある筑前商人や紀州商人も玄界灘を経由して、
伊万里港に至り、そして、また玄界灘を経由
して、自らの本拠地や全国の市場へと向かう
のである。一方、筑後・肥後・薩摩地方の場
合、玄界灘を経由してもたらされる地域では
ない。伊万里港から筑後・肥後・薩摩地方へ
行くためには玄界灘とは反対の方向に回り込
まなくてはならない。塩田川流域の志田焼な
どは塩田港から塩田川を下って、有明海に出
れば、容易に筑後地方に至るし、さらに八代
海を経れば薩摩にも至る。あるいは三川内焼
なども早岐あたりから積み出した方が早い。
言い換えれば筑後・肥後・薩摩地方の商人は
伊万里港に行くまでもなく、肥前の焼物が手
に入るのである。肥前から南方の市場につい
ては伊万里港を起点としない流通網があった
可能性を考えることができる。伊万里港に運
び込むことが容易で、かつ伊万里商人との結
びつきも強い有田の窯場の製品も伊万里港を
起点としない流通網によって南方の市場へ流
通していたかどうかについてはまだ検討の余
地があるが、塩田町にある常在寺境内にある
天明元年（1781）建立の「金毘羅宮」石碑に
は「泉山釜焼中」や「岩谷川内釜焼中」など
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